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    健 診 日 程     

「うるみん」での健診は下記の通りです。

通院している方も健康診断が必要です。  

都合の良い日に受診してください。  

注意：  保険証を持参すること  

※受付：午前＝8：30 ／  午後＝1：00 

 

12 
８日（土） 
９日（日） 

※ナイト健診もあるよ！ 

仕事帰りに(予約不要) 

日時：１月 17 日(水) 

17：30～19：30 

場所：うるみん(3F) 

１ 
22 日（火） 
23 日（水） 
26 日（土） 

注：宇堅区は受診率が低いです。 

40～74 歳の国保の方は、ぜひ受診を！ 

（10月末） 宇 堅（外国人除く） うるま市全体（外国人含む） 

人口(男/女) １,２１１（６４４／５６７） ２（２/－） １23,838 (62,198/61,640)) 209（115/94） 

世 帯 数 ４７７ － ５２，１７６ １４４ 

 

廃食油回収！ 

 

  

ボトル・キャッフ･使用済切手 
回収します。 

【
区
長
の
ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
、
ゥ
ム
ニ
― 

(

編
集
後
記)

】 

 

１
０
月
・
１
１
月
は
、「
天
５
Ｇ
Ｇ
大
会
」「
カ

ジ
マ
ヤ
ー
パ
レ
ー
ド
」
「
う
け
ん
ま
つ
り
」
と

イ
ベ
ン
ト
が
連
続
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
（
私
事
な
が

ら
）
、
還
暦
の
同
期
会
（
高
校
・
中
学
校
）
が

２
回
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
も
無
事
終
了
。
忙

し
か
っ
た
で
す
ね
（
汗
）
。 

 

諸
外
国
で
は
再
公
営
化
さ
れ
て
い
る
水
道

の
運
営
だ
が
。
今
国
会
で
水
道
民
営
化
法
案
が

決
議
さ
れ
る
。
ど
ん
ど
ん
将
来
が
怖
く
な
る
。 

「
人
間
ら
し
さ
」
（
上
田
紀
行
著
／
角
川
新

書
）
。
東
工
大
学
生
を
評
し
て
「
人
間
の
こ
と

を
話
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
人
間
が
ロ
ボ

ッ
ト
で
あ
っ
て
も
全
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
な

言
い
方
で
語
る
人
た
ち
…
」
。
物
事
（
人
間
の

問
題
を
含
め
て
）
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
語
っ
て

し
ま
う
。
課
題
抽
出
的
な
、
問
題
解
決
的
な
内

容
に
し
て
し
ま
う
き
ら
い
、
特
に
男
性
に
は
あ

る
感
じ
が
す
る
。
再
読
中
。 

【 12 月 の 行 事 】 

８日（土） 午後 ５：３０ クリスマス会(子ども会) 

１１日（火） 午後 ２：００ ＥＭゆがふ会 

１３日（木） 午後 ２：００ 宇堅守の会(定例会) 

１６日（日） 午後 ４：００ 長寿会：忘年会 

１８日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（クリスマス会） 
【その他の行事】 

１５・１６日：うるま市産業まつり／２５日：２学期終業式 

 

【 １ 月 の 行 事 】 

６日（日） 
午前１０：００ 

午後 ５：００ 

新年ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会（電力広場） 

新年会（公民館） 

１５日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（新年会） 
【その他の行事】 
７日：３学期始業式／１３日：うるま市成人式 
 

【 ２ 月 の 行 事 】 

調整中 午前 ９：００ ジャガイモ勝負（宇堅長寿会） 

１２日（火） 午後 ２：００ ＥＭゆがふ会 

１４日（木） 午後 ２：００ 宇堅守の会(定例会) 

１９日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（室内レク） 

 

 

【 ３ 月 の 行 事 】 

１７日（日） 午前 ９：００ 区内清掃 

１９日（火） 午後 ２：００ ミニデイサービス（ゆんたく） 

調整中 午後  すこやか奨励会（宇堅子ども会） 
【その他の行事】 
１日：県立高校卒業式 ／９日：あ中卒業式 ／１５日：卒園式／ 
２０日：天小卒業式 

花
展
や
壁
を
お
ほ
い
し
枯
す
す
き 

句

集

『
舞

扇

』
（
Ｒ
Ｉ
作

）
よ
り 

グ
シ
チ
は
冬
休
み
の
宿
題
の
箒
が
あ
り
ま
し
た
ネ
。

「
昭
和
枯
す
す
き
」
な
ん
ぞ
も
あ
っ
た
（
判
る
か
な
～
？
） 

 
 

  

 

埼
玉
県 

川
口
市 

美
浜
区 

芝
園
団
地
自
治
会 

文
化
部
長 

岡
崎
広
樹 

 
 

当
団
地
で
は
２
０
１
３
年
に
わ
ず
か
１
世
帯
で

あ
っ
た
外
国
人
住
民
の
自
治
会
員
が
地
道
な
勧
誘

活
動
の
お
か
げ
で
３
０
世
帯
に
ま
で
増
え
て
、
外

国
人
住
民
の
自
治
会
員
は
２
年
連
続
で
誕
生
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
２
０
１
６
年
の
自
治
会
総
会
で
は
、
芝

園
か
け
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
協
働
を
進
め
る

目
的
で
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
文
化
部
を
再
度
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
外
国
人
住
民
と
一
緒
に
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
意
思
を
、
日
本
人
住
民
に
示

し
た
わ
け
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
賛
否
両
論
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
当
団
地
で
起
き
た
問
題

を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
想
い
も
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
代
表
で
あ
る
自
治
会
が
、
目
の

前
の
現
実
を
受
け
入
れ
て
前
向
き
な
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
で
、
日
本
人
住
民
が
外
国
人
住
民
を
交

え
た
地
域
活
動
を
受
け
入
れ
て
い
く
き
っ
か
け
に

で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

②
地
域
内
外
の
協
力
者
の
受
け
皿
に
な
る 

 

当
団
地
に
お
け
る
外
国
人
住
民
の
集
住
は
、

生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
問
題
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
日
本
人
住
民
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

っ
て
自
治
会
員
が
減
少
し
、
自
治
会
単
独
で
は
と

て
も
対
応
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
「
開
か
れ
た
自
治
会
構
想
」
を
掲
げ

て
、
若
い
大
学
生
の
柔
軟
な
発
想
や
活
気
を
取
り

込
み
、地
域
内
外
の
組
織
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、 

    
   

   

冬冬冬

   

至至至

   
   

   

今
、
師
走
？
と
い
う
感
じ
の
暖
冬
気
味
。
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
の
影
響
ら
し
い
。 

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
体

調
管
理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

（
自
戒
を
込
め
て
）。来
年
は
干

支
は
「
亥
（
い
・
が
い
）」
で
す
。 

                          

外
国
人
住
民
と
の
一

緒
の
地
域
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

住
民
自
治
は
地
域
づ

く
り
の
大
原
則
で
す

が
、
で
き
な
い
も
の

は
で
き
な
い
。
な
い

も
の
は
な
い
。
現
状

を
素
直
に
受
け
入
れ

て
、
地
域
内
外
に
協

力
者
を
求
め
た
こ
と

は
、
む
し
ろ
自
然
な

こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
際
、
地
域
と

協
力
者
の
つ
な
ぎ
役

を
担
っ
た
の
が
自
治

会
で
し
た
。赤
の
他
人
が
土
足
で
地
元
に
踏
み
込
む
こ
と
を
、

地
域
住
民
は
誰
も
喜
び
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
人
住
民
に
は
、

自
治
会
を
中
心
に
地
域
を
担
っ
て
き
た
自
負
と
歴
史
が
あ
り
、

こ
こ
は
自
分
た
ち
の
庭
な
の
で
す
。
仮
に
、
外
部
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
申
し
出
て
も
、
結
局
、
馴
染

め
ず
に
機
能
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。 

  

一
方
で
、
自
治
会
が
様
々
な
連
携
を
自
発
的
に
求
め
る
な

ら
ば
、
長
い
年
月
を
掛
け
て
培
わ
れ
た
自
治
会
へ
の
信
頼
感

か
ら
、
日
本
人
住
民
に
は
受
け
入
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
自
治
会
は
、
多
様
な
協
力
者
を
、
地
域
に
呼
び
込
む

「
受
け
皿
」
の
役
割
が
果
た
せ
る
貴
重
な
存
在
な
の
で
す
。 

お
わ
り
に  

自
治
会
は
、地
域
住
民
の
国
籍
や
年
齢
構
成
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
役
割
を
変
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域
住
民
の
二
―
座

右
が
変
化
す
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
自
治
会

は
そ
の
信
頼
と
実
績
を
活
か
し
て
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
に 

   

 

「
初
御
輿
（
ハ
チ
ウ
ク
シ
ー
）
」
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
新
年
会
（
懇
親

会
）
は
申
込
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
班
長

さ
ん
、
又
は
公
民
館
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

 

【
日
時
・
場
所
】 

❖
平
成
三
十
一
年 

一
月
六
日
（
日
） 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：
九
時
半
集
合
（
発
電
所
広
場
） 

・
新
年
会
（
懇
親
会
）：
五
時
開
始 

 

※
会
費
＝
千
円 

                     

挑
戦
で
き
る
立
場
に
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
想
像
も
し
な
か
っ
た
こ
と

が
起
き
る
た
め
、
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
の
も
当
然
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
場
に
立

ち
尽
く
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
の
存
在
も
宝
の

持
ち
腐
れ
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

現
在
、
芝
園
団
地
の
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
近

い
将
来
、
様
々
な
地
域
で
起
き
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
の
経
験
が
、
高
齢
化
・
国
際
化
に
即

し
た
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
な
れ
ば
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

s
h
i
b
a
z
o
n
o
j
i
c
h
i
k
a
i
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

         

                  

【
管
内
の
刑
法
犯
罪
発
生
状
況
】 

・万
引
き
：５
件(

江
洲
２
・髙
江
洲
・田
場
・南
風
原) 

・車
上
ね
ら
い  

：２
件(

前
原
・塩
屋) 

・自
転
車･

オ
ー
ト
バ
イ
盗
：３
件(

具
志
川
・喜
仲
・仲
嶺) 

・置
き
引
き
：４
件(

田
場
・江
洲
２
・赤
道) 

・色
情
ね
ら
い
：３
件
（み
ど
り
町
２
・赤
道
） 

・職
場
ね
ら
い
：１
件
（天
願
） 

・そ
の
他
の
刑
法
犯
：６
件(

安
慶
名
・上
江
洲
・田
場
・赤
道
３ 

・そ
の
他
窃
盗
：１
件
（南
風
原
） 

※
短
い
外
出
で
も
確
実
に
施
錠
し
て
、
防
犯
対
策
。 

※
車
の
ロ
ッ
ク
を
確
実
に
。
車
内
に
貴
重
品
等
を
置
か
な
い
。 

 

開
か
れ
た
自
治
会
構
想 ～

高
齢
化･

国
際
化
に
即
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
挑
戦
～ 

「
平
成
三
十
一
年  
新 
年 
会 
」 

中国語教室。住民の中国人らが講師を務め、学生がサポー
トした  

年末年始 
総合警戒実施中 

 

・12月1日 

～1月3日 

年末年始は経済活動

の活発化によって、人

の動きが激しくなり盗

難被害や交通事故が

増加する傾向にありま

す。外出する際には、

確実な鍵かけと交通ル

ールを守り、自主防犯

に心がけて下さい。 

う
る
ま
警
察
署
か
ら
の
注
意
喚
起 

mailto:shibazonojichikai@yahoo.co.jp
mailto:shibazonojichikai@yahoo.co.jp
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180123004392.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180123004392.html


 

 

                                      

 

                                          

 

                         

   

 

                                            

 

うけんまつり  2018.１１.１０ 

「カジマヤー祝賀パレード」（照屋寛成さん＆湧田トミさん）2018.10.21 
今年も健康長寿を祝し、区民も肖る意味も含めたカジマヤー祝賀パレードを実施できたことに、照屋さん・湧田さんのご両人、そして、ご家族の方々に感謝です。 

また、パレードを盛り上げた安慶名中学校吹奏楽部の皆さんをはじめ、子ども会、長寿会、具志川空手同好会、棒術等など、さらに、準備から片付けまで、ご協力して下さった方々に感謝です。 

今年の「うけんまつり」も楽しかったですね。実行委員の皆さん、誠にお疲れさんでした。そして、ありがと

うございました。ンッ！ところで森智は３年目もやってくれるかな～～～(^_-) 

限られたスペースという厳しい条件ではありますが、コンパクトでにぎわいのある祭りですネ！区域外から来

られたら方々が、子どもの姿が多くて羨ましいとおっしゃっていました。まだまだ、改善の余地のありますが、

次回も和気あいあいとした実行委員会のもと、頑張りましょうね。 


